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プロローグフィオレッタ「これはこれは万能の天才、レオナルド・ダ・ヴィン　　
チさん、いつもお元気そうで」
レオ「恐れ多くも教皇の母君であられるフィオレッタ・ゴリーニさ　　
ん」
フィオ ッタ「よしてよ。息子が教皇になるのは、１５２３年、　　
４５歳の時よ。私そんなにおばあさんに見える？」
レオ「１６で生まれたと ６１歳か、それはちょっとかわいそう　　
かな？」
フィオ ッタ「１４５２年生まれのあなたは、７１になるじゃな　　
い。そこまでお年寄りには見えないわよ」
レオ「ぼくらは今回、案内役だから、今、幾つかってこと 、置い　　
とこう」
フィオ ッタ「私が１０歳近く年下ってこ は忘れないでね」レオ「わかった、わかった。で、今は１４４４年だ。フィレンツエ　　
のオニサンティ教会の近くで、革なめし職人、マリアーノ・
　　
フィリペーピの妻ズメラルダが４人目の男の子を生 だ」
フィオレッタ「お父さんもお母さんも１３９４年 だから　　
５０歳の時の子供！」
レオ「超高年齢出産だ。長男のジョバンニは、 ４２１年生ま だ
　　
から、この時、もう２３、こっちが父親でもおかしくないくら
　　
いだ」
フィオレッタ「すぐ上のお兄さん、シモーネとは一つしか違わない　　
のよね」
レオ「赤ん坊の名前は、アレッサンドロ・ディ・マリアーノ・ディ・　　
ヴァンニ・フィリペーピ」
フィオ ッタ「ヴァンニの息子のマリアーノの息子のアレッサンド　　
ロってことね」
レオ「普段は略されてサンドロ」フィオレッタ「長男のジョバンニが小っちゃくて太ってたから、つ　　
いたあだ名が小さな樽」
レオ「ボッティチェロ、父親が引退して、世帯主が長男になっ　　
ら、ボッティチェ の弟のサ ドロってことで サンドロ・
　　
ボッティチェリってわけだ」
フィオレッタ「レオナルド・ダ・ヴィンチの年上のライバルが生ま　　
れたわけね」
レオ「ライバルになるのはずっと後だ。サンドロは、教育熱心だっ　　
た父親に鍛えられて、１４歳の時に１９歳も離れた次男のアン
　　
トニオの紹介で金細工師の工房に入る」
①
　
金細工工房
　
１４６３年
　
サンドロ
　
１９歳
　
盛んにデッサンをしているサンドロ。
　
アントニオ登場。
アントニオ「金細工の工房にしては静かだな」サンドロ「（デッサンを隠して）アントニオ兄さん！今、少し、休　　
んでて」
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アントニオ「ごまかさなくてもいいさ（と、隠したデッサンを奪　　
う） 」
サンドロ「それは…」アントニオ「サンドロ、やすりがけや彫金より、絵が好きか？」サンドロ「…」アントニオ「お前が暇さえあれば絵を描い るって聞いてな。この　　
まま続けさせていいのか、様子を見てこいって」
サンドロ「父さんが…」アントニオ「そうだ。今、フィレンツエは、コジモ様のおかげで、　　
建設ラッシュだ。金細工でも絵画でも才能さえあれば仕事はい
　　
くらでもある。出世も思うままだ。もし、お前の絵の才能が、
　　
確かなら、早いうちに方針を変えるべきだってな」
サンドロ「でもせっかく兄さんが紹介してくれたのに…」アントニオ「俺のせいで夢をあきらめるのか？」サンドロ「もし兄さんが許してくれるなら…」アントニオ「俺は絵は素人だが、お前のデッサンには熱がある」サンドロ「じゃあ…」アントニオ「絵の何がいいんだ？」サンドロ「金色は、美しいけれど、その美しさは他の色の中で一番　　
輝く。僕にはそう思えるんです。絵ならその美しさを引き出せ
　　
る」
アントニオ「わかった。でも父さんには、しっかりと自分 言葉で　　
お願いするんだぞ」
サンドロ「はい！」
幕間①フィオレッタ「それでリッピの工房へ行くのね」レオ「サンドロの家の隣はヴェスプッチの邸宅だった」フィオレッタ「シモネッタの嫁ぎ先ね」レオ「彼女が嫁いでくるのは一年後だ。１４６４年、二十歳になっ　　
たサンドロは、ヴェスプッチ家の紹介もあって、当時、プラー
　　
トで大聖堂の壁画を手掛けていたフィリッポ・リッピに弟子入
　　
りした」
フィオレッタ「ちょっと待って、それって、リッピが修道女を拉致　　
して子供を作っちゃった頃じゃない？」
レオ「そうだ。ルク ツイア の息子フィリピーノが生まれたのが　　
１４５７年、コジモ様のおかげで還俗したすぐ後だ」
フィオ ッタ「リッピの ッチが変わってきた頃ね」レオ「リッピはマリアやサロメを描くときにルクレツイアをモデル　　
にしたんだ。サンドロは、リッピが３年後にスポレートに引っ
　　
越すまで、リッピのところにい
②
　
リッピの工房
　
１４６５年
　
サンドロ２１歳
　
聖母子と二天使の前で、必死に模写しているサンドロ。
　
リッピ登場。
リッピ「教えに忠実だな」サンドロ「リッピ先生！」リッピ「砂糖と塩の違いが判るか？」サンドロ「砂糖は甘くて塩は…リッピ「味のことじゃない。今まで弟子は大勢いたが、大抵は塩水　　
だ。ある程度までは吸収するが、それ以上はこっちがどんな
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頑張っても一切受け付けない」
サンドロ「僕は、砂糖水…ですか？」リッピ「そうだ。そそげば注ぐだけどんどん吸収する。しかも粘り　　
まで出てくる」
サンドロ「褒めていただけてるんですよね」リッピ「半分はな」サンドロ「半分？」リッピ「常温で水は２倍近くの砂糖を吸収する。お前はまだそこま　　
で甘くなってはいないんだ」
サンドロ「まだまだ修行中ですから」リッピ「俺はお前のその余力が心配なん 」サンドロ「？」リッピ「お前は を超えるだろう。いや、部分的にはもう俺を超え　　
てる。フラ・アンジェリコと俺の違いが判るか？」
サンドロ「透明感…でしょうか？」リッピ「俺の絵が濁ってるっていうのか？」サンドロ「違います！どちらも美しいんです。でも美しさの違いが　　
…。アンジェリコ先生の絵は神々しい美しさ、リッピ先生の絵
　　
はもっと官能的で、香水が香るような美しさがあります」
リッピ「それは、愛の違いだな」サンドロ「愛の違い？」リッピ「そうだ。どんな画家も実際に聖母を見ては ない。何しろ　　
１５００年近く前の話だ。スケッチの一つも残ってい いバー
　　
ジンマリアを多くの画家が描いてきたわけだ」
サンドロ「理想の母を創造したってことですよね」リッピ「アンジェリコはそうかもしれない。俺 って、最初はそう
　　
した。しかし、聖母が美しい女性であることは確かだ。ここで
　　
問題になるのは、美しいという概念じゃないか？」
サンドロ「何をもって美しいとするか…」リッピ「そうだ。俺は今、ルクレツアを愛してる。未来永劫とは、　　
言えないが、今は彼女が世界一美しい女だと信じて 」
サンドロ「それが愛というものですね」リッピ「だから、俺は、彼女の美しさを絵に んだサンドロ「ルクレツアをモデルに…」リッピ「そうじゃない。彼女を美しいと思うその思いを絵にするん　　
だ」
サンドロ「そのままを描き写すんじゃないんですね」リッピ「重要なのは、まず画家自身 惚れ込むことだ」サンドロ「恋をしろってことですか？」リッピ「女に惚れるんじゃない。その美しさを愛しむんだ」サンドロ「美しさを…」リッピ「言うのは簡単だが、実際には難しいぞ。所詮、俺 でき　　
なかった」
サンドロ「僕にできるでしょうか？」リッピ「できるさ。飽和濃度５０％でこ 俺を超えようとしてるん　　
だからな」
サンドロ「先生！」幕間②　
バラ園の聖母
フィオレッタ「サンドロの聖母子と幼児聖ヨハネ、バラ園の聖母　　
ね」
（3）
- 256 -
狩　谷　　　新
レオ「サンドロがこれを仕上げたのは、ヴェロッキオの工房に来て　　
からだが、明らかにリッピの影響を受けてる」
フィオ ッタ「構図が左右反転、聖母子は二人とも顔はそっくり　　
ね。ヨハネはちょっと違ってるけど」
レオ「違うのは聖母子の目線だ」　
聖母子と二天使と比較。
レオ「サンドロの聖母は明らかにお互いを見ている」フィオレッタ「目を閉じてるじゃない」レオ「それは頬をつけてるからだ。明らかに目線はイエスを向いて　　
るだろ」
フィオ ッタ「ヨハネはどちらもこの絵を見る人を見つめてるわ　　
ね」
レオ「テクニックの一つだ。観客を舞台に引き込む効果 あるん　　
だ」
フィオ ッタ「確かに一緒に見守ってるっ 感じがするわね」レオ「リッピの紹介でヴェロッキオのところへやっ たサンドロ　　
は十分一人前だっだ」
フィオ ッタ「そういえば、レオ、あなたもそ にいたのよね」　
ヴェロッキオ
　
ダビデ像
フィオレッタ「かわいいじゃない。このダビデ、あなたがモデルな　　
んでしょ」
レオ「十四の時だ。入ったばかり まだガキだよ」フィオレッタ「痛風病みのピエロの時代ね」レオ「コジモが死んだのが１４６４年、孫のロレンツオが帝王学を　　
学んでいて、フィレンツエが輝き始めた頃だ」
③
　
ヴェロッキオ工房
　
１４６８年
　
サンドロ
　
２４歳
　
聖母子を描いているサンドロ
　
それを見ているヴェロッキオ
　
（３２）
ヴェロッキオ「まだ抜けきれないんだな」サンドロ「６割くらいです」ヴェロッキオ「砂糖水の話か」サンドロ「ええ、まだヴェロッキオ先生の分が入っていません」ヴェロッキオ「俺のは吸収しにくいか？」サンドロ「先生は、絵ばかりじゃありませんから」ヴェロッキオ「今は大聖堂の円球と十字架にかかりきり からな」サンドロ「レオがいるじゃあり せんか」ヴェロッキオ「奴はむら気だからな。気を付けないとすぐいなく　　
なっちまう」
サンドロ「天才ですから」ヴェロッキオ「うらやましいか？」サンドロ「正直に申し上げても？」ヴェロッキオ「遠慮はい ない」サンドロ「うらやましくない、と言ったら嘘になりますけど、対抗　　
しようとは思いません」
ヴェロッキオ「勝負しないのってことか？」サンドロ「僕はまだ６割の砂糖水ですから」ヴェロッキオ「１０割になったらどう んだ？」サンドロ「その時、どちらが優れているのか、決めるのは僕ら　　
ありません」
ヴェロッキオ「そうなるだろうな。ロレンツ とは付き合っている　　
のか？」
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サンドロ「プラトンアカデミーで」ヴェロッキオ「あの男。どう思う？」サンドロ「強烈なエネルギーの持ち主 す。生まれながらのリーダ　　
ーですね」
ヴェロッキオ「弟はどうだ？」サンドロ「ジュリアーノはチャーミングです。誰をも引き付ける」ヴェロッキオ「二人がいればフィレンツエは安泰かな？」サンドロ「それはどうでしょう」ヴェロッキオ「戦争は困るぞ。俺たちの商売には大敵だ」サンドロ「ロレ ツオと 理想 兄弟です。富も権力　　
も若さまで備えている」
ヴェロッキオ「それが仇になる」サンドロ「自分より優れた者を排除しようとするのが人間です」ヴェロッキオ「ピエ 様が健康なら…幕間③フィオレッタ「そのピエロ様がなくなっちゃうのよね」レオ「翌年、１４６９年だ。二十歳の が全てを引き継い　　
だ」
フィオ ッタ「王様になったの？」レオ「フィレンツエは王国じゃない。ヴェネチアと同じ共和国だ。　　
この時期、イタリアにある王国はナポリだけ。残りは大公や侯
　　
爵が領有する大公国や侯国、そして、教皇領」
フィオレッタ「複雑ね」レオ「共通してたのは言語と宗教だけだ。お金の単位も地方ご に　　
違ってた」
フィオレッタ「ドゥカートとフローリンね。どっちも金貨の名前で　　
しょ」
レオ「 ローリン金貨は純金を一定量含んでいて、最初の国際通貨　　
と言われてる」
フィオ ッタ「同じ共和国でもヴェネツイアとフィレンツエは違っ　　
てたのよね」
レオ「そうだ。あっちはかなり進んだ民主制が出来上がってたが、　　
フィレンツエはメディチ家が絶妙に組み立てたシステムで動い
　　
てた」
フィオレッタ「ほとんど独裁よね」レオ「でも自由だった」フィオレッタ「確かにロレンツオもジュリアーノも気さくだし、恋　　
愛も自由。男女に限らずにね。男の人も春を売ってって、あな
　　
たも…」
レオ「俺が男を買ったのは、純粋に好奇心からだ。サンドロだって　　
同じことをした」
フィオ ッタ「あっちは訴えられなか けどね」レオ「俺だって結局は不起訴になった」フィオレッタ「ロレンツオ自身、人妻に恋して わ」レオ「ルクレッツイア・ドナーティ。二十歳の記念の馬上槍試合の　　
マドンナ、ロレンツオの永遠の愛人だ」
フィオ ッタ「そのすぐ後でローマからクラリーチェを嫁に迎える　　
んだから、全く男の考えることって」
レオ「当時の正妻なんて、政治的な意味と後継ぎを作ることが目的　　
だ」
フィオ ッタ「クラリーチェは お母様の厳しい審査をかいくぐっ
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た立派な花嫁さんだったのよね」
レオ「六月二日から四日間、町を挙げての結婚披露だった。四百人　　
を超える招待客はもちろん、千五百人分の食事がふるまわれ、
　　
最後にサンロレンツオ教会でミサが開かれた」
フィオレッタ「この頃はあなたもサンドロもまだ活躍してないのよ　　
ね」
レオ「二人ともメディチ家の注文を一手に引き受けてたヴェロッキ　　
オのところにいたから、絵は勿論、彫刻、金細工、部屋の装飾
　　
から紋章のデザイン、洋服や楽器、石の棺まで作ってた。サン
　　
ドロは、自分の工房を持ってたから、忙しい時に手伝うだけだ
　　
ったけどな」
フィオレッタ「あなたまだ十代だったんでしょ」レオ「そうだ。暇を見つけては、ブランカッチ礼拝堂に通って、フ　　
レスコの勉強をしてた」
④
　
サンタ・マリア・デル・カルミネ教会
　
ブランカッチ礼拝堂
　
　　
１４７０年
　
サンドロ
　
２５歳
　
フレスコ画のスケッチをしているレオナルド（１８）
　
サンドロ登場。
サンドロ「熱心だな。レオ」レオ「（スケッチを続けながら）早くあなたに追いつきたいですか　　
らね」
サンドロ「僕に
　　
追いつく？レオ、７年前、今の君と同じ１８の
　　
頃、僕はまだ金細工さえろくに出来なかったんだぞ」
レオ「７年後に追いついても意味がないんです。あなたが常に７年　　
先にいることになる」
サンドロ「それはどうかな。現に君はヴェロッキオの絵の殆どを仕　　
上げてるじゃないか」
レオ「端っこの天使と背景を描いてるだけだ」　
ヴェロッキオ
　
キリストの洗礼
サンドロ「僕はあんなにき いなポーズを見たことがない。あの絵　　
に君の天使がいなければ、ほとんど価値がない」
レオ「でもあれはヴェロッキオの絵だ！ボッティチェリさん、あな　　
たは、とっくに自分の名前で注文を受け、ピエロ・ポッライウ
　　
オーロに並んでる」
　
ボッティチェリ
　
剛毅擬人像
サンドロ「あれは彼が期限までに仕上げられなかったから、回って　　
きた仕事だ」
レオ「だからって、誰でもよかったわけじゃない。背景 ほとんど　　
同じなのに、あなたの少女だけが、観る者に迫ってくる」
サンドロ「意思の強さを少女にしたことに 批判もあるようだよ」レオ「そのギャップがいいんです。ピエロがテーマを小道具で誤魔　　
化しているのに、あなたは、剛毅を彼女の表情で描いた。マン
　　
トの赤も象徴的だ」
サンドロ「生意気に見えない ？」レオ「生意気に決まってるじゃありませ か！ひとの意見なんか聞　　
くもんか！それこそが意思の強さです」
サンドロ「ハハハ！」レオ「何がおかしいんです」サンドロ「まるで君自身のことを言っているようだからね」レオ「とにかく僕はあなたに追いつきたいんだ」サンドロ「もうとっくに追いつてるさ。僕がここに来たことでもわ
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かるだろ？」
レオ「！」サンドロ「君と同じ目的で来てるんだ」レオ「フレスコの勉強に！」サンドロ「そうさ。僕にはまだまだ吸収しなくてはいけないことが　　
残ってる。君と同じだよ」
レオ「…」
　　
幕間④フィオレッタ「一本取られたようねレオ「なんであんなに謙虚なんだ」フィオレッタ「あなたとは正反対」レオ「頼まれればなんでも描いてる」フィオレッタ「そこもレオ「ラテン語 でできるのに、哲学まで勉強してる」フィオレッタ「あなたもコジモの図書館に通っ じゃない」レオ「勉強は必要さ。でも議論は、時間の無駄だフィオレッタ「プラトンアカデミーのことを言ってるの？」レオ「ロレンツ やポリツイアーノと話し合ってなんになるフィオレッタ「詩人の感性から受け取ることもあるんじゃないレオ「すべては己の感性から生まれるんだ。借りものじゃしょうが　　
ない」
フィオ ッタ「あなたはすべて自己完結的だからね」レオ「奴ら何を話してたんだ？」フィオレッタ「ちょっと覗いてみましょうよ」
⑤
　
ロレンツオの別荘
　
はるかにフィレンツエを望む
　
１４７２年
　
サンドロ２７歳
　
ロレンツオ（２３） 、サンドロがワイングラスを傾けている。
ロレンツオ「サンドロ、ユディットの帰還を観たぞ。映えて画家組　　
合に認められただけはあるな」
サンド 「ロレンツオ、あんな小さな絵をご覧になる時間が？」ロレンツオ「時間は作るもんだ。首と胴体を裏表にしたのは見事だ　　
った」
サンド 「ユディットの目的をはっきりさせたかっただけです」ロレンツオ「首を切る直前じゃ残酷さが目立つからな。ドナテッロ　　
は、ユディットの美しさでカバーしようとしてたが…」
サンド 「状況を一つの作品にまとめるのが彫刻です 」ロレンツオ「板絵の特徴を活かしたってことか」サンドロ「裏にも絵を描けば、文字通り立体的に見ることができま　　
す」
ロレンツオ「二つの場面の同時性も表したってことだな。明暗も
　
　
はっきりしてる。リアルな切り口はリッピか？」
サンド 「洗礼者ヨハネです」ロレンツオ「表の構図はヴェロッキオ 「トビアスの帰還」」サンドロ「さすが豪華王だ」ロレンツオ「師匠二人を裏表にするとは芸の細かいことだ」　
ポリツイアーノ（１８） 、ジュリアーノ（１７）登場。
ポリツイアーノ「新しい教皇はどうで かな？ロレンツオ？」ロレンツオ「ホメロスをラテン語にお訳しになったアンジェロ・ポ　　
リツイアーノ君、かすみを食ってるような詩人でも政治に興味
　　
があるのか？」
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ポリツイアーノ「芸術に理解ある指導者なら、大いにあります。ス　　
ポンサーの数は多いほうがいい」
ロレンツオ「それなら詩人に用はなさそうだな。シクトゥースなん　　
ていう１０００年も前の名前を継 だ男の興味はもっぱら建物
　　
にあるようだ」
ジュリアーノ「ローマを作り直す勢いらしいぞ」ロレンツオ「橋に自分の名前をつけるのはまだしも新しい礼拝堂ま　　
では、やりすぎだと思うがな」
ジュリアーノ「俺も を作るかな、ジュリアーノ橋、渡れ のは麗　　
しき女性と俺だけの橋 」
ポリツアーノ「礼拝堂は無理だからな」ロレンツオ「ふしだらな修道院になるのがおちだ」ポリツアーノ「青春は麗し
　
されど短し
　
恋せよ若人
　
明日は知れ
　　
ず」
ロレンツオ「詩人なら自分の言葉で話せ」ポリツアーノ「豪華王にして偉大なる詩人へのオマ ジュでござい　　
ます」
ロレンツオ「ジュリアーノにはそんな詩も必要ないだろう」ポリツアーノ「目下のお相手は、サンド の御隣人！ロレンツオ「麗しのシモネッタ！確かお前と同い年だ」ジュリアーノ「シモネッタ、その美しさ ルクレッツイアに 勝　　
る」
ポリツイアーノ「どうかなサンドロ？」サンドロ「！」　
暗転
　
ヴェロッキオ邸
　
１４７２年
　
サンドロ２７歳
　
横向きでサンドロのモデルをつとめているシモネッタ（１７）
シモネッタ「マエストロ？」サンドロ「疲れましたか？シモネッタ」シモネッタ「いえ、ただ、どうしていつも横からお描きになるのか　　
なって思って」
サンドロ「横顔を描くのは私 けではありませんよ。お気に召しま　　
せんか？」
シモネッタ「見つめられるだけなのが…、ちょっと恥ずかしくて」サンドロ「恥ずかしがっているのは私の方です。あなたのように美　　
しい人の視線には耐えられそうもない」
シモネッタ「お上手ですわね。そうやって何人の女性を口説かれた　　
のかしら？」
サンドロ「いや、本当にそうなんです。見つめられる は…」　
シモネッタ、サンドロを振り返る。
サンドロ「止してください。本当に描けなくなる」シモネッタ「マエストロ、どうか、お休みになってく さい。その　　
間、私がお見つめします」
サンドロ「からかうと怒りますよ」シモネッタ「どうぞ叱ってください。何も知ら に十五の時に、会　　
ったこともない夫に嫁いできた世間知らずの小娘を」
サンドロ「シモネッタ、あなたはもう立派な女性です。しかも…」シモネッタ「しかも？（サンドロに近づく）」サンドロ「よしましょう。あなたにはジュリアーノが」シモネッタ「誰からも好かれる魅力あふれるジュリアーノ。朗らか　　
で、優しくて、頼もしくて、ハンサムな上にチャーミング、
　　
フィレンツエはいうに及ばず 遠くヴェネツイア、ローマの女
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も憧れる理想の男性」
サンドロ「そのジュリアーノが女神と崇めるのが貴方だ」シモネッタ「あら、お兄様からも詩を送っていただいたわ」サンドロ「ロレンツオが！」シモネッタ「あの人たちにとって私は、カーニバルの賞品なの」サンドロ「とても魅力的な…ね」シモネッタ「マエストロ、殿方 理想の女性ってどんな人だ　　
かお分かりになる？」
サンドロ「美しくて、魅力的で しとやかで、優しい…」シモネッタ「それはすべて必要、でも十分ではありませんわ」サンドロ「何が欠けている…と…」シモネッタ「自分のものにならないなら、他の誰の者にもならない　　
こと」
サンドロ「あなたには夫が…」シモネッタ「愛を見いだせないパートナーはいないのも同じ」サンドロ「ジュリアーノとも？」シモネッタ「手が届きそうで、届かないことが大切。誰か 手に落ちてしまえば、そこでおしまい」サンドロ「穢れなき乙女」シモネッタ「静かにほほ笑むだけ。殿方 、一方でふしだらな女を　　
求めておきながら、もう一方で、私たちをガラスの箱に閉じ込
　　
める」
サンドロ「シモネッタ…」シモネッタ「マエストロ？乙女は恋を禁じられて るのサンドロ「愛しき人…」　　
二人強く抱き合う。
幕間⑤レオ「サンドロが…、あのシモネッタと？」フィオレッタ「男と女が二人だけで、長い間、一部屋にいたのよ。　　
何があっても不思議はないわ」
レオ「そのサンドロが、ジュリアーノの馬上槍試合で、その旗印を　　
描いたのか？」
フィオ ッタ「勝利の女神シモネッタ・ヴェスプッチの肖像をね」レオ「何て奴だ」フィオレッタ「イギリスのＢＢＣ この頃の話をテレビドラマにし　　
たの」
レオ「ダヴィンチズ・デーモンズ、主人公はこの俺様だ」フィオレッタ「この頃、作品も少ないし、何をしてたかよくわから　　
かったから、作りやすかったんでしょ」
レオ「俺が天才だからじゃないのか？」フィオレッタ「私の名前も変わっちゃてるし、史実としてはおかし　　
なところが多いんだけど、ポイントはシモネッタが出てこない
　　
ところ！」
レオ「ルクレッツアは活躍するのにな」フィオレッタ「大体シーズンスリーで終わりなんだけど、日本では　　
ＤＶＤもシーズン２までしか出てない
レオ「人気なかったんだな」フィオレッタ「とにかく、シモネッタはそれほど重要じゃないって　　
ことが言いたいの」
レオ「でも肖像画は結構いっぱい残ってるよな」フィオレッタ「サンドロは少なくとも二回描いてるし、ピエロ・　　
ディ・コジモも、そして、レオ、あなたも描いてるじゃない」
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レオ「スケッチくらいしたかもしれないけど」フィオレッタ「白貂を抱く貴婦人だって」レオ「あれは、チェ ーリアだ。ルドーヴィーコの愛人の」フィオレッタ「でも似てるわよ。スケッチの人に」レオ「美人は似るもんだ」フィオレッタ「とにかくシモネッタは、はかないガラスの美しさを　　
持った女性だった」
レオ「それだけの存在ってことか…」フィオレッタ「崇められるだけの寂しさがあったの」レオ「それでやらない か？」フィオレッタ「何を？」レオ「ジュリアーノ二十歳のお披露目で行われた馬上槍試合」フィオレッタ「やるわよ。この試合がないと、ポリツイアーノが詩　　
を書かないからね」
レオ「最終決戦だな」フィオレッタ「ファイナルゲ ムは勝ち残ったジュリアーノ・デ・　　
メディチの登場で、サンタ・クローチェ広場に集まった群衆は
　　
大いに盛り上がる」
レオ「相手は？」フィオレッタ「うまく負けることを命じら た哀 騎士」レオ「誰なんだ？」フィオレッタ「誰でもいいの！」レオ「そんな…」⑥
　
サンタ・クローチェ広場
　
１４７５年
　
サンドロ
　
３１歳
　
中央に馬上でマスクを上げ、槍を高々と上げるジュリアーノ！
　
上手にシモネッタとロレンツオ。下手にポリツアーノとサンド
ロ。　
大歓声。下手から従者が現れ、高くスカーフを掲げると静まる観
衆。　
スカーフが振り ろされると猛然とスタートするジュ アーノ。
　
その一撃で、相手は高くはじかれ、落馬する（スクリーン展開）
　
大歓声に答えるジュリアーノ。駆け寄るシモネッタ。その祝福の
　
口づけを受ける間
　
ポリツィアーノがリマベーラ
　
春の女神を読み始める。
　
恋の天使は華麗に矢を射るや
　
満足そうに闇の空に消え
　
小さな兄弟の待つヴ ーナ の国に
　
そこには三美神が集い
　
その髪には花の冠が飾られる
　
好色なゼフィロはフローラを追い
　
　
花は咲き乱れる
　
プリマベーラも微笑み
　
その金の髪をそよ風になびかせ
　
無数の花で小さな冠を作る
　
美しきヴィーナスは皆に囲まれ
　
ゼフィロは草原を露で潤し
　
甘美な香りを醸し出す
　
フローラは大地を花で覆う
　
薔薇、百合、菫、深紅、純白、スカイブルー、淡いイエロー
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草原は花たちの美しさで輝く
　
朗読の途中から、プリマヴェーラが浮かび上がる。
幕間⑥レオ「プリマヴェーラか」フィオレッタ「日本語では春って訳されてる。ポリツィアーノの詩　　
「ヴィーナスの王国」から着想を得て、独自の世界を展開して
　　
るわ」
レオ「完成したのは１４８２年だ。７年も
　
後だぞ」
フィオレッタ「誰がいつ。この絵をサンドロに頼んだのか？いろん　　
な説があるみたいだけど、私はロレンツオだと思うの。ヴィー
　　
ナスは次男、後のレオ１０世を身籠っているクラリーチェ」
レオ「愛の天使が長男のピエロで、マーキュリーがジュリアーノ、　　
そして、三美神の貞淑がシモネッタ、愛は…」
フィオ ッタ「私よ。ジュリアーノの遺児を身籠ったフィオレッ　　
タ！」
レオ「春の女神じゃないのか？」フィオレッタ「サンドロは私も描いてるのよ。ほらこれはどうみて　　
も愛の女神でしょ？」
レオ「春はメディチ家の愛で満たされてるってことか」フィオレッタ「どうしてそんな絵になったのかを知るために メ　　
ディチ家を襲った一連の騒動を見る必要があるようね」
レオ「発端はミラノ、フィレンツエの盟友、その軍事面を支えてい　　
たミラノで起こる」
フィオ ッタ「ちょっと待って、先を急ぎすぎよ。 前にこ 絵
　　
が描かれてるのを忘れないで」
　
ラーマ家の東方三博士の来訪
⑦
　
サンドロの工房
　
１４７５年
　
サンドロ
　
３１歳
　
ガスパーレ（４５）と絵を見ているサンドロ
ガスパーレ「いやここまで見事にお願いを聞いていただけるとは」サンドロ「それが仕事ですから」ガスパーレ「三博士の筆頭がコジモ様、残りお二人をピエロ様と　　
ジョバンニ様のご兄弟、その後ろにロレンツオ様、左端にジュ
　　
リアーノ様。メディチの三世代と同じ絵の中に私 溶け込ませ
　　
てくださった」
サンドロ「その二人は逆に描いたつもりなん すが…」ガスパーレ「これは失礼、でもご兄弟ですから、どちらがどちらで　　
も問題ないでしょう」
サンドロ「ちゃっかり私もご一緒させていただきました」ガスパーレ「当然です。こ 絵は日ごろからメディチの皆さんとご　　
交流のあられるマエストロでなければ、という作品なんですか
　　
ら。それにご自身を描かれるということは自信作でもあられる
　　
のでしょう？」
サンドロ「東方三博士の礼拝は、何度も挑戦しているテーマですか　　
ら、こ ような機会を戴けれるのは、私 しても嬉しいんで
　　
す」
ガスパーレ「銀行家組合の一員として、拙宅にロレンツオ様をお迎　　
えする、よい機会を与えて下さいます」
サンドロ「小さなものですが、ご活用いただければ幸いです」
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幕間⑦レオ「ホントに飽きずに同じテーマで描いてるな」フィオレッタ「真面目なのよ。ちょっと前にも丸いのを仕上げてる　　
じゃない」
　
東方三博士の礼拝（トンド）
レオ「こういうのはト ド絵っていうんだ」フィオレッタ「それイタリア語で「丸い」って言 てるだけじゃな　　
い」
レオ「メダルのデザインから絵画の枠として発展させたのがイタリ　　
アだから、イタリア語で呼ぶのが礼儀ってもんだ。サンドロは
　　
その先駆者のひとりで、この形式が従来の構図に大きな変化を
　　
与えてる」
フィオレッタ「前はマリア様が画面のどちらかに寄ってた ね。　　
確かサンドロも…」
　
東方三博士の礼拝
　
初期
レオ「こっちはリッピの工房にいた頃の絵だ。膝まづいてる博士の　　
服の色で目を引こうとしているが、配色がバラバラで肝心の聖
　　
母子より行列のほうが目立っちまってる」
　
東欧三博士の礼拝
　
ジェンダーレ・ファブリアーノ
レオ「聖母子の位置は反対だけれど、行列の人数が多いのにこの　　
ファブリアーノには遠く及ばない」
フィオ ッタ「それで思い切 て真ん中に持ってきたのね」レオ「枠を円形にすることで、自然に目が中心にいくからな。この　　
テーマで大胆に構図を変えたのは、奴の功績だ」
フィオ ッタ「あなたも真似したのよね」　
東方三博士の礼拝
　
ダ・ヴィンチのスケッチ
レオ「描きかけのスケッチなんか見せるなよ。こんなものは作品　　
じゃない」
フィオ ッタ「そこがあなたとサンドロの違いね。あなたは納得す　　
るまで仕上げないけど…」
レオ「奴は絵を仕上げて ら反省するんだ。だから失敗作まで残っ　　
ちまう」
フィオ ッタ「おかげで私たちは、彼の成長を見ることができるの　　
よ。
レオ「確かにラーマの方がはるかに安定しているし、このままトン　　
ド絵にしても立派に成立する」
フィオ ッタ「自画像は切れちゃうけどね」レオ「自分を入れたのはほんのお遊びさ。それにしても聖母に魅力　　
がないな。俺のスケッチの方がよっぽどいい」
フィオ ッタ「それは言えてるかもね。中途半端にリッピの影響が　　
残ってる感じ」
レオ「奴が自分のマドンナを見つけ ためにも話を進めて構わない　　
かな？」
フィオ ッタ「メディチ家を襲った一連 事件ね」レオ「その日、フィレンツエ、つまりはメディチ家の軍事面 支え　　
ていたミラノ大公ガレアッツォ・マリーア・スフォルツアは愛
　　
する聖歌隊の歌を楽しみにサント・ステファノ教会に向かっ
　　
た」
⑧
　
サント・ステファノ教会
　
ミラノ
　
１４７６年１２月２６日
　
　　
サンドロ
　
３２歳
　
ガレアッツオ（３２）が友を従えて正面から入ってくる。左右と
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後ろから赤と白の衣装を纏った三人の暗殺者が近づく。
暗殺者「道を開けろ！」　
一人が上手 ガレアッツオの左から上向きにナイフを突き刺
し、下手の男が続く、　　
最後は背後から、胸を刺し貫く。暗殺者のうち二人はすぐに護
　
衛に切り殺されるが、残りの一人は
　
逃げ去る。書記官の
　
チッコが大公を抱き起す。
チッコ「大公閣下！」ガレアッツォ「もうだめだ。これで、イタリアの…（こと切れる） 」チッコ「教皇はどうやら本気で、フィレンツエを狙うか…」幕間⑧フィオレッタ「そういえば、２年前に教皇は、銀行 メディチから　　
パッツイに乗り換えてたのよね」
レオ「そうだ。貧困と卑賎の階級からの 上がった教皇シクトゥス　　
４世は、帝王学を学んだロレンツオのいうなれば正反対にいた
　　
男だ」
　
メロッツオ・ダ・フォルリ
　
シクトゥス４世と甥たち
フィオレッタ「宗教家っていうより皇帝みたいよね」レオ「４人の甥を引き立てて、教皇領の拡張を図ってた」フィオレッタ「それでミラノ大公を…」レオ「もちろん暗殺に関する公式の記録は残ってないがね。軍事的　　
にミラノに頼っていたフィレンツエを甥のジローラモに与える
　　
布石だ」
フィオレッタ「金蔓を抑えられて、軍事力も奪われたフィ ンツ
　　
エ。ロレンツオ踏んだり蹴ったりじゃない」
レオ「同じ年にフィレンツエはマドンナも失った」フィオレッタ「シモネッタが亡くなったのね」レオ「ある意味、男 とっての理想の女性になったんだフィオレッタ「もう誰の者にもなれないものね」レオ「ロレンツ もジュリアーノもそれどころじゃ かった。財政　　
的にも軍事的にも穴埋めに必死だった 」
フィオ ッタ「サ ドロは？」レオ「この頃からプリマヴェーラの制作を始めてる。どうやら、シ　　
モネッタを復活させようと思ったらしい」
⑨
　
サンドロの工房
　
１４７８年
　
初頭
　
サンドロ
　
３４歳
　
職人たちが、フィリピーノ・リッピ（１７）と一緒に八枚の板を
つなげようとしている。フィリピーノ「ずいぶん大きな絵を書くんだね」職人Ａ［フィリピーノ、お前の親父さんでもここまで大きいのはな　　
かったな。縦２メーター３横３メーター１４、これに石膏を６
　　
ミリづつ二重に塗るんだ」
フィリピーノ「それだけでもかなり時間がかかるね」職人Ａ「この板をここまで乾燥させるのだって、かなりかかったん　　
だ。絵を描けるのはまだだいぶ先だな」
フィリピーノ マエストロはここにほ んど等身大の神様を描くみ　　
たいなんだ」
職人Ｂ「スケッチを見たんだな」フィリッピーノ「いつもより顔がはっきりしてた。かなり気合が入　　
ってたようだよ」
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職人Ａ「その絵もこのキャンパスが出来てからのことだ。さあ、急　　
ぐぞ」
　
以後、両端で陰謀が巡らされる間、キャンパスつくりは続けられ
る。　
上手に教皇（６３）
教皇「メディチの兄弟が目障りなのは確かだが、教皇として、わし　　
は誰の死も望んではおらん」
　
下手にフランチェスコとジロラーモ。
フランチェスコ「ジロラーモ様、教皇はあのようにおっしゃってお　　
りますが」
ジロラーモ「カソリックの代表が暗殺を指示できるわけがないだろ　　
う。ああ言っておけば、後々言い訳が立つ。それより、叔父上
　　
の承諾は得たんだろうな？」
フランチェスコ「勿論です。事がなれば、フィレンツエのすべてを　　
握るのは叔父ですから」
ジロラーモ「貴様らパッツィ家がメディチにとって代わるには、ロ　　
レンツオとジュリアーノ、二人を同時に亡き者にすることが絶
　　
対だ。その段取りは？」
フランチェスコ「フィーゾレのパッツイ家の別荘に二人を招待しま　　
す。フィレンツエから二マイルほどの処にあって チアックに
　　
コジモが建てた修道院があるんです。そこにらせん階段があり
　　
まして」
ジロラーモ「爺さんの建てた修道院か、死ぬ場所としては悪くあり　　
まい」
　
上手にロレンツオとクラリーチェ登場。
クラリーチェ「声もだせないくらい苦しんでいますわ」
ロレンツオ「二人で招待されてるんだ。俺だけが行っては、何を言　　
われるか」
クラリーチェ「無理に連れて行って、ジュリアーノがあちらで倒れ　　
るほうが、より大きな問題になりましてよ」
ロレンツオ「今、内輪でもめ事を起こしたくはないんだが…」　
下手にジロラーモとフランチェスコ
ジロラーモ「ジュ アーノがいない限り、 こでの計画は中止 」フランチェスコ「ジュリアーノはベッドの上です。人をやって、始　　
末すればいい。なんなら私自身が行きます」
ジロラーモ「本当に病気だと思うのか！二人同時に同じ場所でなけ　　
れば絶対にダメだ。どちらが、残っても、フィレンツエは、俺
　　
たちの敵になる」
フランチェスコ「しかし…」ジロラーモ「二人が確実に現れる機会を狙うんだ」フランチェスコ「そんな機会は、昇天祭くらいだ」ジロラーモ「構わんだろう。花の大聖堂で、盛大に弔ってやろう　　
じゃないか！」
フランチェスコ「…」ジロラーモ「ここまで来てあきらめるの ！」フランチェスコ「わかりました。決行は、昇天祭。場所は花の大聖　　
堂」
　
中央のキャンパスが完成し、暗転。
幕間⑩フィオレッタ「なんて人たちなの！」レオ「教皇は、ウルビーノ公をたきつけてフィレンツエをイタリア
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一の傭兵軍団で囲んでた」
フィオレッタ「ロレンツオはそっちが気になって、パッツイに対し　　
てはノーガードだったのね」
レオ「ジュリアーノにパッツイ家から嫁をとることを考えてたって　　
説もある」
フィオ ッタ「そんなに大事なのパッツイって」レオ「第一回十字軍から活躍した由緒ある家柄だ。貿易と金融で地　　
位も財力も十分蓄えてた。新興財閥のメディチにとっては、う
　　
まく取り込むべき相手だったんだ」
フィオレッタ「相手はちっともそう思って かったってことね」レオ「特にフランチェスコはパッツイ銀行のローマ支店にいて、ロ　　
レンツオたちがいかに市民を掌握して かってことを知らな
　　
かったんだ」
フィオレッタ「相手は単なる成金だと思ってたのね」レオ「そして、運命の日はやってくる。フランチェスコは、寝坊し　　
たジュリアーノを二分しか離れていないメディチ家まで迎えに
　　
行って、大聖堂まで連れてきた」
⑩
　
サンタ・マリア・デル・フィオーレ
　
１４７８年４月２６日
　
　　
サンドロ３３歳
　
聖歌隊の合唱の中、フランチェスコがもう一人の暗殺者とジュリ
アーノを抱えるようにして入ってくる。　
突如、服の下からナイフを抜き、ジュリアーノに突き刺し、続い
て二人で突きまくる。女性「キャー！」　
椅子に座っていたロレンツオが振り返るとその瞬間、ナイフが彼
の首筋を掠める。　
すぐ横に座っていたフランチェスキーが暗殺者を捉えようとし
て、逆に切り付けられる。フランチェスキー「逃げろ！ロレンツオ」　
ロレンツオ、転げるように席を立ち、祭壇左手の古い聖具室に飛
び込む。　
それを追った暗殺者を出席し 市民が囲む。
市民「パッレ、パッレ」　
一人のつぶやきはやがてその場の大合唱に代わっていく。
　
市民は、メディチの紋章に刻まれた玉を意味する言葉「パッレ）
を叫びながら、暗殺者たちに鉄槌を下す。　
暗転。
　
上手に現れるロレンツオ。
ロレンツオ「親愛なる市民諸君！大いなる不幸がわれらを襲った。　　
このフィレンツエを、
　　
そしてそこに住むすべての市民を誰よりも愛した男が卑劣な暗
　　
殺者によって、無残に殺された。
　　
そして、第二の不幸は、その実行者が、他ならぬフィレンツエ
　　
伝統の家名を持つ一族だったことだ。
　　
私は、彼らを許さない。諸君 これが恥ずべき一族の姿だ！」
　
上方から、十体に及ぶ暗殺者の死体が一斉に落ちてくる。その首
　
にかけられた絞首刑のロープ。
ロレンツオ「フィレンツエを汚した暗殺者の一族か は、そのすべ　　
てを奪う！墓の名を削り取り、そ 血が一滴も残らぬよう娘の
　　
婚姻も禁ずる。この神聖なフィレンツエにその名を一切残して
　　
はならぬ」
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幕間⑩　
ダビンチの処刑スケッチ
フィオレッタ「これがあなたがその時描いたスケッチね」レオ「そうだ。めったに見られない光景だったからな」フィオレッタ「でも実際にこの姿をヴェッキオ宮の壁に描いたのは　　
サンドロなのよね」
レオ「その中に、枢機卿 いたんだ」フィオレッタ「それを聞いた教皇は、ロレンツオもろともフィレン　　
ツエ自体を国ごと破門しちゃうのよね」
レオ「それはそうなんだけど、あれ、何か話が飛んでないか？」フィオレッタ「そうかしら」　
フィオレッタの肖像
レオ「そうだよ。お前の話だ」フィオレッタ「やめてよ。これあ まし気に入ってないんだから。　　
それに私だとは限らないし」
レオ「こんな粗末な服を着た女をサンドロがわざわざ描くわけない　　
だろ。こ は、ジュリアーノの子を身籠ったフィオレッタ嬢に
　　
決まってる」
フィオレッタ「はいはい。私がフィオレッタです。確かにお付き合　　
いさせていただいておりました！」
レオ「それで、生んだ息子がのちのクレメンス７世」フィオレッタ「私が死んだずっと後のことよ」レオ「この肖像画が描かれた１４７８年には生きてた。この絵 お　　
かげで、プリマヴェーラにも登場するわけだ」
フィオ ッタ「あっちは愛の女神 からね。あっ比べなくていいか　　
ら！」
　
プリマヴェーラ
レオ「だいぶ理想化されてるみたいだな」フィオレッタ「趣味が悪いわよ、ほんとに！この絵、まだ出来てな　　
いはずだし」
レオ「それは確かだ。教皇はナポリと組んで、本格的にロレンツオ　　
を追い詰めようとした」
フィオ ッタ「頼みのミラノは、摂政としてロレンツオと気脈を通　　
じていたチッコが粛清されて、ルドヴィーコ・イル・モールが
　　
復活してたしね」
レオ「暗殺されたガレッツオの弟 」フィオレッタ「そのルドヴィーコと和平条約を結んだロレンツオは　　
単身、ナポリに乗り込むのよね」
　
上手にロレンツオ登場。
ロレンツオ「フィレンツエ市民諸君。私は、私と我が弟との流血に　　
端を発したこの戦争が、神の御手にあって終結に導かれること
　　
を願って、ナポリに旅立つ。ローマはこのロレンツオに名指し
　　
で責任を問われ 。わが命一つでこの町が救われるなら、喜ん
　　
でささげよう。フィレンツエは私 多くの名誉と栄光を与え
　　
くれた。誰にもましてフィレンツエに献身し、命をもささげる
　　
ことこそ私の務めなのだ。私の生も死も、私を益することも害
　　
することも、等しくわが に役立つことを信じ ！」
　
歓声。暗転。
フィオレッタ「ナポリは教皇と協定を結んだんじゃなかったっけ？」　
１５世紀イタリア勢力図
レオ「このころのイタリアはまさに群雄割拠。日本の戦国時代ほど　　
じゃないけど、各地に領主がいて分裂し た そ 中での五大
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強国といわれたのが、フィレンツエ、ミラノ、ヴェネチア、ナ
　　
ポリ、ローマなんだ」
フィオレッタ「ローマっていうのは教皇領ってことね」レオ「この中で、軍事的にはナポリとミラノ、経済的にはフィレン　　
ツエとローマが有利で、ヴェネツイアはどちらもそこそこって
　　
とこだった」
フィオレッタ「この５つが、くっついたり離れたりしてたわけね」レオ「ロレンツ はミラノをけん制しておいて、３か月かけてナポ　　
リと条約を結んだ」
フィオ ッタ「圧倒的に有利じゃない」レオ「それでも教皇はあきらめない。ヴェネツイアを引き入れてき　　
た」
フィオ ッタ「きりがないわね」レオ「でもこのフィ ンツエ存亡の危機を回避したことで、ロレン　　
ツオはその地位を確定的なものにしたんだ」
フィオ ッタ「祖国 父と呼ばれたおじいさんのコジモに並んだっ　　
てことね」
レオ「そうだ。君主論を書いたマキャベリは、ロレンツオを強運の　　
持ち主といってる」
フィオ ッタ「教皇に打ち勝つの？」レオ「オスマントルコが、ナポリのオトラントに侵攻してくるん　　
だ」
フィオ ッタ「それって、イタリア全体の危機じゃない」レオ「それで、内輪もめしてる場合じゃないってこ になって、五　　
大強国が一丸となる」
フィオ ッタ「破門も解かれたの」
レオ「そりゃあそうさ。異教徒と戦うには、カトリックが多いほう　　
がいいだろ」
フィオ ッタ「この頃、サンドロ
　
は聖母子を描いてるわね」
レオ「奴にしては、聖母をはっきり描いてる」フィオレッタ「言いたいことはそれだけ？」レオ「他にあるのか？」フィオレッタ「ちょっと見てみましょ よ」⑪
　
サンドロの工房
　
１４８０年
　
サンドロ
　
３６歳
　
書斎の聖母を仕上げているサンドロ。
　
食事を運んでくるフィリッポ（１９）
フィリピーノ「食事です。マエストロ」サンドロ「ありがとう。ちょうど一息入れようと思ってたところ　　
だ」
フィリピーノ「だいぶ出来上がりましたね。あれ、これは（スケッ　　
チを取り上げる）」
サンドロ「レオが描いたブノワの聖母だ」フィリピーノ「ずいぶん若いマリアですね」サンドロ「ハッハッハ、そうかもしれんが ポイントはそこじゃな　　
い」
フィリピーノ「優しそうな表情？」サンドロ「この絵は、ヴェロッキオの聖母子を改良して、お前のお　　
父さん、リッピ先生の聖母子と二天使まで遡った上で改良して
　　
あるんだ」
フィリピーノ「色合いからやさ さがでてくるんでしょうか？」サンドロ「立体感だよ。レオは余計な背景を省いて、構図 完成さ
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せ、幼子と母親が見つめるものをより際立たせてる」
フィリピーノ「イエスが見ているのは」サンドロ「白い十字型の花」フィリピーノ「受難の象徴ですか？」サンドロ「そうだ。それにマリアの左手に握られたオリーブの枝」フィリピーノ「イエスが捕まったオリーブの山」サンドロ「私も真似させてもらったんだフィリピーノ「イエスが持っているのは…」サンドロ「いずれ自分の腕と足を貫く三本 釘といばらの冠だ」フィリピーノ「それで、マリアは悲しそうなん ね」サンドロ「レオは天才だよ。手の向きや の形で、二人の関係性を　　
見事に描き出してる」
フィリピーノ「マエストロだって！でも…」サンドロ「何か気になるか？」フィリピーノ「なぜマエストロの聖母はいつも目を閉じて ん　　
す？」
サンドロ「ジョットの教えに従ってるだけさ」フィリピーノ「わが子を見つめる聖母」サンドロ「そうだ。自然に伏し目がちにな 」フィリピーノ「でもマエストロのマドンナはちょっと極端じゃあり　　
ませんか？」
サンドロ「見つめられるのが怖いんだろうな」　
暗転。
幕間⑪フィオレッタ「ほめてるじゃない」
レオ「人物画は、見るものが人物たちの態度によって容易に彼らの　　
気持ちを察しられるように描くんだ」
フィオ ッタ「サンドロはそれをあなたから学んだってわけね」レオ「なんでも吸収しちまうんだ」
　
フィオレッタ「真面目なのよね」フィオ ッタ「破門が解かれたすぐ後に、サンドロはローマに行っ　　
たのよね」
レオ「教皇の名を冠した礼拝堂にフレスコ画を描くメンバーに選ば　　
れたんだ」
フィオ ッタ「あなたは？」レオ「選ばれるわけないだろ、ろくに作品を仕上げてないんだ」フィオレッタ「ペルジーノ、ギルランダイオ、コジモ・ロッセリと　　
一緒に行ったのよね」
レオ「当時、ローマにはろくな画家がい かったからな」⑫
　
システィーナ礼拝堂
　
１４８１年
　
サンドロ
　
３７歳
　
ペルジーノ（３３）、ギルランダイオ（３２）、コジモ・ロッセ
　
リ（３２）とサンドロが中央で配置図を検討している。
ペルジーノ「必要なのは左右に１４枚、正面と後ろに２枚づつって　　
ことになるな」
サンドロ「ペルジーノ！それ 大きな部分だけだろ、教皇の肖像も　　
分担したほうがよくないか？」
コジモ「こりゃあ相当の大仕事だな。いか 早描きのこのコジモと　　
いえども…」
ペルジーノ「正面に向かって右がキリスト、 がモーゼの一生って　　
ことになる。そうだなギルランダイオ」
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ギルランダイオ「そうだ。キリストが降臨、洗礼、誘惑、使途の召　　
命、山上の垂訓、鍵の授与に最後の晩餐そして復活か、ここま
　　
で指示書ができてれば何とかなるだろ」
コジモ「イエスやモーゼの顔は揃えるのかい？」ペルジーノ「必須のアイコンさえ合わせとけば何とかなるだろ」ギルランダイオ「足場を組んで早速始めるか」ペルジーノ「一つ断っとくことがある」コジモ「教皇やその親類縁者 描き込めってことだろ」ペルジーノ「それもあるが、このフレスコ 制作は公開されるん　　
だ」
ギルランダイオ「おいおい冗談だろ。俺たちは見世物じゃねえぞ」ペルジーノ「いつもより稼げるんだ。それくらい我慢し くれ。サ　　
ンドロが３枚、ギルランダイオが２枚、コジモが３枚で、俺が
　　
５枚引き受けよう」
サンドロ「残り３枚は？」ペルジーノ「シニョレッリが２枚にトゥッチが１枚だ」コジモ「全部がフィレンツエ制ってわけには かなか たんだな」ギルランダイオ「別に揉めることもなかろう。仲良くやろうや」サンドロ「それにしてもローマってところは、工事だらけ な」コジモ「教皇様は建設大王だからな。教会、病院、橋まで、新しく　　
作ったり、修繕したり、大変な騒ぎだ」
ペルジーノ「活気はあるがその分、治安は最悪だ」ギルランダイオ「せいぜい気を付けようぜ」サンドロ「見物がくるの いただけないが、工房だ 思えば、これ　　
ほど大きなところもない。金の心配もない」
コジモ「たらふく食って、大いに飲んで、早く仕上げてフィレンツ
　　
エへ帰ろう！」
全員「オー！」　
音楽演奏
　
演奏の間に壁画が出来上がっていく。
　
モーゼの試練
　
完成
ペルジーノ「モーゼの試練…か」サンドロ「指示書通り、７つの試練を並べたんだが…」ペルジーノ「エジプト人の殺害、逃亡、羊飼いを追い払い、水汲　　
み、草履を履いて、神の啓示に、旅立ち、というわけだな」
サンドロ「流れは表現できたと思うんだが…ペルジーノ「いや見事なもんだ。ポーズがその時々の状況を的確に　　
表してる。サンドロ、お前さんの絵からは 物語が浮かび上
　　
がってくる」
サンドロ「それがテーマなんだが…」　
モーゼへの反逆
ペルジーノ「モーゼの反逆でも、同じ左への流れがうまく出せてる　　
じゃないか。身の危険を感じ 懲罰の通告、そ 執行。試練の
　　
静かな仕草と対象をなす激しい動き…」
サンドロ「それぞれのエピソードはそれなりに描けてる…と思う　　
…」
ペルジーノ「なんだ。何が不満なんだ？」　
キリストの試練
サンドロ「この構図をどう思う？」ペルジーノ「二つの悪魔からの誘惑とキリスト 拒絶を背景 しち　　
まったことか？」
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サンドロ「それなりの効果はあるはずなんだが…」ペルジーノ「小さくなってはいるが、逆にキリストの試練がはっき　　
りわかる構図なんだろ」
サンドロ「これは…絵…なんだろうか？」ペルジーノ「それはお前さんの考え方次第だろうな」サンドロ「ペルジーノ、気づいてる が、この絵の構図は、あ　　
んたのと同じだ」
　
天国のカギの授与
ペルジーノ「左右対称なんて珍しくもないぞ」サンドロ「これは、絵だ。テーマが美しく描かれた上に、絵画とし　　
ての美しさを持っている」
ペルジーノ「そうかもしれん。しかし、税金をめぐる議論と石でな　　
ぐられそうになるイエスはちっとも目立たない。後ろの凱旋門
　　
におべんちゃらを書いてごまかしてる」
サンドロ「『シクトゥス４世よ、汝は豊かさという点ではソロモン　　
に劣るが、この巨大な神殿を献上した宗教心と信仰において、
　　
彼に優っている』 」
ペルジーノ「教皇はともかく、文句を言うやつも多いぜ」サンドロ「あんたは忠実に遠近法を守ってる。だから、この絵は絵　　
として美しい」
ペルジーノ「美しくなければ絵じゃないって、ことか？」サンドロ「当たり前だろう」ペルジーノ「違うな。お前さん 勘違いしてる。俺に言わせりゃ、　　
お前さんの絵の方がよほどよく出来てる」
サンドロ「どこがだ。これに比べれば俺のは、単 挿絵だ」ペルジーノ「挿絵で何が悪い。俺たちは挿絵を頼まれたんだ」
サンドロ「！」ペルジーノ「グーテンベルグとかいう輩が、印刷機なんてものを発　　
明したらしいが、聖書をいくら作っても、それを読める奴がど
　　
れだけいるっていうんだ」
サンドロ「確かに絵にすれば、物語は伝わるかもしれない」ペルジーノ「それが目的なんだ。そのために今まで大勢の絵描きが　　
苦労してきたんじゃないのか？」
サンドロ「絵としての美しさは意味が無いっていうのか？」ペルジーノ「そこまでは言ってない。わかりやすさと美しさには相　　
通じるところがあるからな。だがな、重要なのはわかりやすさ
　　
の方だ。確かにお前さんのキリストの試練は、奇妙だ。エピソ
　　
ードだけが遠近法に従っていない」
サンドロ「だから、美しさが…」ペルジーノ「だが、わかりやすい。ユダヤの犠牲とイエスの受難　　
が、はっきり繋がってる。お前さんは優れた物語作家だ。俺の
　　
絵でわかるのは鍵の受け渡しだけだ」
サンドロ「絵としての美しさを犠牲にしても分かりやすさを目指　　
せって言うの ？」
ペルジーノ「そのバラ スを取るのが俺たちの仕事だ。美し 追　　
求したければ、それを願うパトロンを見つけ 」
サンドロ「！」幕間⑫フィオレッタ「そのパトロンはフィレンツエにいたのよね」レオ「メディチの一族だ。奴らがサンドロに求めたのは宗教画なん　　
かじゃない。ジュリアーノの馬上槍試合がきっかけ ったが、
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そこへ鎮魂の意味も加わった」
　
プリマヴェーラ
フィオレッタ「不思議な絵よね」レオ「同じ縮尺の神々を７人、同じ縮尺で並べ、天使を使って三角　　
構図を保っているが、背景は黒く塗られ、人物が浮き立つ。こ
　　
れは、キリストの試練の失敗を活かした結果だろう」
フィオレッタ「こっちが先だったんじゃない？」レオ「そうかもしれないな。いずれにしてもサンドロは、挿絵を　　
嫌って、絵を描きたか たんだろう」
フィオ ッタ「きれいだわ」レオ「ここに描かれているのは、神かもし ないが、リアルな人間　　
だ。その美しさを称えているんだ」
フィオ ッタ「ロレンツ はこの絵で癒されたのね」レオ「でもシモネッタはまだ横顔だ」⑬
　
サン・マルティーノ・アッラ・スカラ病院
　
１４８２年
　
サン
　　
ドロ
　
３８歳
　
受胎告知を前にサンドロとフィリッピーノ。
フィリピーノ「ガブリエルはいま着いたところなんですね」サンドロ「動きを表現したかったんだ」フィリピーノ「フレスコ画もすっかりマスターなさった」サンドロ「ローマでさんざん苦労させられたからな」フィリピーノ「ガブリエルのポーズはヴィーナ の西風ですよね」サンドロ「あっちは、もう少し、角度をつけてる」フィリピーノ「こっちは着地直前ですから」サンドロ「消失点を左に寄せてみた だが」
フィリピーノ「横長の壁に立体感を加えて、より広く見えるよう　　
に、でしょ」
サンドロ「フィリピーノ、君に教えることはもうなさそうだな」フィリピーノ「でもまだ聖母は目を閉じてる」サンドロ「ヴィーナスはしっかり目を開いてるさ」　
ヴィーナスの誕生
　
その絵を挟んでサンドロとフィリピーノ。
フィリピーノ「永遠を思わす女神
　
色香に迷う西風に運ばれ
　
輝く
　　
貝にそそと立つその髪は乱れ
　
天の神は微笑む」
サンドロ「ポリツアーノの海から生まれたヴィ ナス。上手く描き　　
表わせたかな？」
フィリピーノ「それ以上です。風の強さまで感じられる」サンドロ「ようやく女性の美しさを…描けたような気がするんだ」フィリピーノ「これこ マエストロの乙女です」サンドロ「昔、フィリッポに言われたんだ」フィリッピーノ「父さんに？」サンドロ「そうだ。愛する人の美しさを描けと言われた」フィリピーノ「モデルにしろって とですか？」サンドロ「ハハハ、お前はあの時の私と同じだな。そのままを描く　　
んじゃない。惚れぬいた相手の中に潜む美しさを紡ぎだすん
　　
だ」
フィリピーノ「そろそろマリアも目を開けるんでしょうサンドロ「それはどうかな」
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幕間⑬　
ダヴィンチ
　
受胎告知
レオ「古い絵を持ち出すな」フィオレッタ「一応比較しとかないとね」レオ「俺がこれを仕上げたのは１４７２年、８年も前だ」フィオレッタ「仕上げた絵が少ないんだからしょうがないでしょ。　　
サンドロはこの絵からもたくさん学んでるし」
レオ「ガブリエルの右手とマリアの左手だな」フィオレッタ「最初の絵では、二人とも腕を体から離していないけ　　
ど、１０年後には…」
　
受胎告知
　
１４９０
レオ「そっくりに描きやがった。それにしても同じテーマで何度も　　
描く奴だ」
フィオ ッタ「注文があったからよ。サンドロはまじめですからレオ「一つ断っとくが、奴のマリアがいつも目を閉じてたわけじゃ　　
ないぞ」
　
海辺の聖母子
　
１４７７
レオ「小さな板絵だが、１４７７年 この絵を描いてるんだ」フィオレッタ「確かに目を開けてるけど、何かうつろね。イエスの　　
方が心配してるみたい」
レオ「小さな絵で試してみたが、納得いかなかったよ だな。翌年　　
こんなのも描いてる」
　
聖母子と八天使
フィオレッタ「シモネッタの面影があるわね」レオ「その二年後には再び目を閉じる」　
マニフィカトの聖母
フィオレッタ「目は閉じてるけど表情は豊かだわ」レオ「そして、さらに７年後、一度試した構図でこうなる」　
メラグラーナの聖母
フィオ ッタ「ヴィーナスじゃない！」レオ「つまりシモネッタってことだ」フィオレッタ「ヴィーナスがマリアに るのに二年かかったってこ　　
とね」
レオ「その少し前、物語画家としての代表作も描いてる」⑭
　
プラトンアカデミー
　
１４８５年
　
サンドロ
　
４１歳
　
パラスとケンタウロスとヴィーナスとマルスの前でくつろぐロレ
　
ンツオ、サンドロ、ポリツアーノ
ポリツイアーノ「暴君シクトゥス４世も身罷り、わ ロレンツオ　　
は、ペンの剣より強しことをこの絵の真実を実証して見せた」
ロレンツオ「そして軍神マルスは心地よき眠 につく、というわけ　　
だ」
ポリツィアーノ「ビーナスはまさしくクラリーチェだが、マルスは　　
ロレンツオに 見えんが」
サンドロ「ロレンツオはパラスのつもりでしたが」ポリツィアーノ「それはないだろ、パラスもクラリーチェだ。そし　　
て、哀れなケンタウロスこそナポリで幼馴染といちゃついたこ
　　
とを責められるロレンツオ！」
ロレンツオ「じゃあマルスは誰だっていうんだ」ポリツィアーノ「この美形はジュリアーノ うな。死してなおそ　　
の美しさは失せず」
ロレンツオ「詩人とは思えぬ、薄っぺらな観察だ。そん 程度の解
（22）
- 237 -
サンドロ　～ボッティチェリとフィレンツエ～
　　
釈しかできんのなら、このプラトン・アカデミーから除名だ
　　
な」
ポリツィアーノ「どうせなら、二年前、レオナルドを追いやったミ　　
ラノに送ってくれ。あっちの方が、気前がよさそうだ」
サンドロ「なぜ、レオを？」ポリツィアーノ「近親憎悪さ。一つの国に、王は一人でいい」
　
サンドロ「ロレン オは政治の王、レオナルドは芸術の王…か、ロ　　
レンツオ、ポリツィアーノを追い出すのはまだ早い。この詩人
　　
の目はまだ曇っていないぞ」
ロレンツオ「何を言ってる。ろくに約束を守らないくせに、金ばか　　
りかかるあいつに、ミラノの金を使わせるために送り込んだん
　　
だ」
ポリツィアーノ「散々浪費させて、足りなくなった金を貸し出す！　　
かくて豪華王の銀行が儲かるってわけだ」
ロレンツオ「戦わずして勝利する切り札ってことだ」サンドロ「でも、レオは新たな武器 作るかもしれない」ロレンツオ「空を飛んで、海に潜る、万能兵器か？」ポリツィアーノ 人が考えつくものは、いずれ必ず、この世 現れ　　
る」
サンドロ「初めに言葉ありき！」ロレンツオ「ヨハネの福音書か？奴が熱心なキリスト教徒だとは思　　
えんがな」
サンド 「レオの神は科学です。彼に言わせれば、神も人が思いつ　　
くからこそ存在する」
ポリツィアーノ 理不尽なものは、全て神の思し召し」サンドロ「レオはあいまいさを許さなかった。神は認めて 、神に
　　
頼りはしなかったんです」
ロレンツオ「サンドロ、お前はどうなんだ？」サンドロ「私には、まだまだ学ぶことが…」ロレンツオ「サンドロ、俺は二十歳で重荷を背負わされた。一つ間　　
違えば、命どころか国を滅ぼしてしまいそうな決断を迫られ、
　　
ここまで、どうにか、走り続けてきたんだ」
サンドロ「それが今、実を結んでいるじゃありませんかロレンツオ「確かに新たな教皇とはなんとかやっていけるだろう。　　
ジュリアーノでは果たせなかったが、ジョバンニは枢機卿にな
　　
れるかもしれない。だからといって、俺が下した決断のすべて
　　
が正しかったといえるだろうか」
ポリツィアーノ「それは誰にも分らない。時は残酷に過ぎ去るの　　
み。決してもとには戻れない」
ロレンツオ「サンド 、俺はお前たち芸術家が羨ましいんだ。肉体　　
が消えても作品が残る」
サンド 「確かに絵は残るかもし ない。でも、それは決 て単な　　
る絵ではない。私たち 、名も知らぬギリシアの芸術家から受
　　
け継いだものはなんです。決して石の彫り方だけじゃな 」
ポリツィアーノ「人の思いが連なっていく」サンドロ「絵や彫刻、詩や音楽、それはすべてその思いをつなぐ術　　
です。人は一枚の絵から、そこに描かれている物語を紡いでい
　　
く。成し遂げた成果をくみ取る 誰かが何かをしなけれ
　　
ば、絵も音楽も生まれない」
ロレンツオ「 、そこまでわかっているのなら、お前も自分　　
の思いを絵にしたらどうだ」
サンド 「私自身の…」
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幕間⑭フィオレッタ「この頃からマリアがシモネッタになっていくのね」レオ「そうだ。しかし、このころから、ロレンツオもサンドロも迷　　
路に迷い込んでいく」
フィオ ッタ「迷路？」レオ「もう一度この二枚を比べてみろ」　
マニフィカトの聖母とメラグラーナの聖母
レオ「幼子や囲んでいる天使たちの表情を見てくれ」フィオレッタ「うつろな顔が増えてるわね」レオ「特にイエスがそ だ。マリアとの繋がりまで希薄になってる　　
じゃないか」
　
聖母子と四天使と六聖人
レオ「サン・バルナバ祭壇画だ。今度はシモネッタだけが少し生気　　
を取り戻して、ほかのすべての人物がうつろな目をしている」
フィオ ッタ「ポーズも奇妙ね。イエスも妙に生意気そうで。タッ　　
チは、はっきり るのに印象が弱くなってる」
レオ「バラバラなんだ。サンドロに比べればロ ンツオの方がま　　
ましだったかもしれない」
フィオ ッタ「痛風に苦しんでたのに？」レオ「肉体的な痛みは、死んでしまえば消える。ロレンツオは死を　　
意識してから、信仰に頼って、すべての罪を償って、４７歳で
　　
死んじまったからな」
フィオレッタ「死んでも消えない痛みって？」レオ「というより、死ねないことの辛さだ」フィオレッタ「確か、ダンテの神曲の挿絵も描いて よね　
地獄編
　
全図
レオ「すべてのエピソードの挿絵を描こうとしてた」⑮
　
サンドロの工房
　
１４９５年
　
サンドロ
　
５１歳
　
神曲のデッサンに取り組んでいるサンドロ。そこへ寄った兄シモ
　
ーネ（５３）が入ってくる。
シモーネ「相変わらず、ダンテか」サンドロ「兄さん、今日は荒れ るようだね」シモーネ「お前は誰のためにそんなもの描いてるんだ。パトロンのメディチは追放されちまったんだぞ」サンドロ「強いて言えば、自分のためか 」シモーネ「それなら、サヴォナローラの教えに従えばいい。本来のキリストの教えに立ち戻るんだ」サンドロ「試してみたさ」シモーネ「試す？お前は神を疑うのか？」サンドロ「もし、サヴォナローラの教えがすべて正しいのなら、は　　
じめはあんなに熱狂していた人たちが何故離れ始めてるんだ？」
シモーネ「理解が足りないんだよ。自由を取り戻したい？フンっ！　　
快楽を懐かしむ輩は地獄に落ちりゃいいんだ」
サンドロ「それは、憎しみかい？」シモーネ「ああ憎しみだ。奴らは人間じゃねえ」サンドロ「そうかな。確かに私 彼の教えに従って、手元にあっ　　
作品を燃やした」
シモーネ「後悔してるのか」サンドロ「美しいものを愛でるのは罪なのかな？」シモーネ「それが、快楽につなが ば罪深い。決まってるだろ」サンドロ「そうやって、いま、質素に暮らして、天国で待っている
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のはどんな世界なんだ？」
シモーネ「やすらぎだ」サンドロ「それは美しい世界じゃないのか？」シモーネ「崇高な美しさだ」サンドロ「その美しさを地上で見せるのは罪なのか？」シモーネ「！」サンドロ「憧れを絵にして、多くの人に知らせるのは蔑まれるよう　　
なことなのか？」
シモーネ「それを誤解する奴がいる限り、罪だ」サンドロ「もし、その理想の世界 示せないとしたら、人はどう　　
やって天国を夢見るんだ。希望の光が見え ければ、苦痛に耐
　　
えられるほど人は強い
シモーネ「それを克服 た者だけが救われるんだ」サンドロ「イエスはすべての人の罪を背負って、自らを犠牲にした　　
んじゃないのか？」
シモーネ「信じる者を救ったんだ」サンドロ「その信仰のすばらしさを伝えるためにこ 、 があ　　
るんじゃないのか？」
シモーネ「…」サンドロ「兄さんでも答えられないようだな。私にもわからない。　　
しかし、ダンテの言葉の美しさは理解できる。ダンテの中に答
　　
えがあるような気がするんだ。だか …」
エピローグレオ「１５０４年、サヴォナローラを処刑して。再びメディチ家を　　
受け入れたフィレンツエは、ミケランジェロのダビデを市庁舎
　　
前に設置する」
フィオレッタ「サンドロは設置員会のメンバーだったのよね」レオ「このころはもう抜け殻だ」　
聖母の嘆き
フィオ ッタ「マリアがリアルね」レオ「挿絵画家として役割を果たそうとしたんだろ。悲しみをスト　　
レートに表現してる」
フィオ ットタ「わかりやすいけど」　
神秘の降誕
フィオレッタ「きれいね」レオ「フィレンツエが災厄から抜け出すことを願って描かれた最後　　
の大作だ。華やかだが…」
フィオ ッタ「やっぱり挿絵なのね」レオ「１５００年に仕上げた。この後、死ぬまで、ほとんど絵を描　　
いてない」
フィオ ッタ「辛かったでしょうね」レオ「６５歳で身まかると、生まれた家の隣 教会に葬られた」フィオレッタ「聖アウグステ ヌスが描かれたところね」レオ「そして奴は３００年も忘れられてしまうんだ」フィオレッタ「作品はたくさん残 てたのに？」レオ「プリマヴェーラやヴィーナスは表に出 いなかったからな」フィオレッタ「フィ ンツエに生まれ、フィレンツエで亡くなっ　　
た」
レオ「ロレンツオは街を作り上げて絶頂期で死んだ」フィオレッタ「サンドロは、街の転落も見てしまったのね」レオ「盛り返しはしたが、もとには戻らなかった」
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フィオレッタ「大食漢で明るかったって言われてるけど…」レオ「サンドロ・ボッティチェリの喜びも苦しみもすべては作品の　　
中に残ってるんだ」
　
様々な作品とフィレンツエの景色がモンタージュされ、ヴィーナ
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